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酒井　真　　戦間期における広島高等工業学校のカリキュラム改革

論
　
　
文戦

間
期
に
お
け
る
広
島
高
等
工
業
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革

酒　
　

井　
　
　
　
　

真

は
じ
め
に

　

本
論
の
目
的
は
、
戦
間
期
の
高
等
工
業
学
校
に
お
け
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
の

分
析
を
通
し
て
、
高
等
工
業
学
校
が
ど
の
よ
う
な
技
術
者
の
養
成
を
目
指
し
た
の

か
、
ま
た
現
行
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
る
技
術
者
養
成
の
ど
こ
に
限
界
が
あ
っ
た
の

か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

第
一
次
世
界
大
戦
を
契
機
に
飛
躍
的
に
発
展
し
た
重
化
学
工
業
に
応
え
る
か
た

ち
で
、
臨
時
教
育
会
議
以
降
、
大
正
末
期
ま
で
に
新
た
に
一
〇
校
の
高
等
工
業
学

校
が
創
設
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
岩
内
亮
一
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、「
長

期
的
展
望
に
た
つ
計
画
性
に
乏
し
い
」
も
の
で
あ
っ
た
。（

１
）徐

々
に
民
間
企
業
に
お

い
て
技
術
者
層
が
形
成
さ
れ
て
い
く
な
か
、
学
校
増
設
に
よ
る
技
術
者
供
給
の
増

加
は
、
高
等
工
業
学
校
出
身
技
術
者
が
、
企
業
に
お
い
て
適
当
な
地
位
に
つ
く
こ

と
が
で
き
な
く
な
る
と
い
う
問
題
を
も
た
ら
し
た
。
ま
た
昭
和
初
頭
に
起
こ
っ
た

経
済
恐
慌
は
、
大
き
な
就
職
難
を
引
き
起
こ
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
下
、

一
九
三
五
（
昭
和
一
〇
）
年
に
高
等
工
業
学
校
長
協
議
会
は
「
高
等
工
業
学
校
が

修
業
年
限
四
ヶ
年
に
延
長
を
必
要
と
す
る
理
由
項
目
書
」
を
出
し
た
。
原
正
敏
に

よ
れ
ば
、
こ
の
時
期
に
は
専
門
学
校
廃
止
を
内
容
と
す
る
改
革
案
は
か
な
り
の
数

に
達
し
た
い
う
。（

２
）こ

う
し
た
改
革
案
の
特
徴
に
つ
い
て
、『
日
本
近
代
教
育
百
年
史
』

で
は
、「
専
門
学
校
を
年
限
延
長
し
、
拡
充
強
化
し
た
『
新
大
学
』
に
よ
っ
て
供

給
さ
れ
る
『
実
用
的
』
で
『
志
気
の
高
い
』
労
働
力
に
多
大
の
期
待
を
寄
せ
て
」

お
り
、
そ
れ
は
一
面
で
は
、「
高
等
工
業
学
校
の
卒
業
生
が
工
場
組
織
の
な
か
で

適
当
な
位
置
づ
け
を
持
ち
え
な
か
っ
た
矛
盾
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ

た
」
と
述
べ
て
い
る
。（

３
）で

は
、
こ
こ
で
い
う
「
実
用
的
」
で
「
志
気
の
高
い
」
労

働
力
と
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
修
業
年
限
を
一
年
延

長
す
る
こ
と
で
、
ど
の
よ
う
な
技
術
者
を
養
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
、
ま
た

こ
れ
に
よ
っ
て
高
等
工
業
学
校
出
身
技
術
者
が
お
か
れ
て
い
る
現
状
を
変
え
る
こ

と
が
で
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
改
革
案
、
特
に
高
等
工
業
学
校
長
協
議
会

が
四
年
制
を
主
張
し
た
の
は
、
三
年
制
に
よ
る
技
術
者
養
成
に
限
界
を
感
じ
て
い

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
疑
問
を
解
決
す
る
に
は
、
こ
う
し

た
改
革
案
に
み
ら
れ
る
技
術
者
像
を
検
討
す
る
だ
け
で
な
く
、
現
行
の
三
年
制
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
っ
て
養
成
さ
れ
た
技
術
者
像
を
も
あ
わ
せ
て
検
討
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、従
来
の
高
等
工
業
学
校
に
関
す
る
研
究
に
お
い
て
、
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カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
分
析
に
よ
っ
て
、
学
校
で
養
成
さ
れ
る
技
術
者
の
具
体
像
を
描
き

出
そ
う
と
し
た
研
究
は
、
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
。

　

そ
こ
で
本
論
で
は
、
具
体
的
な
技
術
者
像
に
注
目
し
、
高
等
工
業
学
校
に
お
け

る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
の
分
析
を
行
う
。
本
論
で
は
、
具
体
的
に
以
下
の
三
点
の

課
題
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
考
察
を
進
め
て
い
く
。

　

ま
ず
第
一
に
、
産
業
界
が
高
等
工
業
学
校
で
養
成
さ
れ
る
技
術
者
に
何
を
期
待

し
て
い
た
の
か
。
ま
た
、
高
等
工
業
学
校
側
が
養
成
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
は
ど

の
よ
う
な
技
術
者
で
あ
っ
た
の
か
。
企
業
側
と
学
校
側
の
両
者
の
間
に
、
見
解
の

相
違
は
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
を
検
討
し
て
い
く
。

　

第
二
に
、
実
際
の
高
等
工
業
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て
、
学
科
目
の
改

変
や
時
間
数
の
増
減
が
、
ど
の
よ
う
な
意
図
の
も
と
行
わ
れ
て
い
た
の
か
に
注
目

し
て
検
討
し
て
い
く
。

　

第
三
に
、
高
等
工
業
学
校
に
お
け
る
現
行
三
年
制
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
、
四
年
制

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
案
と
の
比
較
検
討
を
行
い
、
三
年
制
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
る
技

術
者
養
成
の
ど
こ
に
限
界
が
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
四
年
制
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
案
に
よ

る
技
術
者
養
成
の
メ
リ
ッ
ト
は
何
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

一
　
企
業
と
学
校
の
高
等
工
業
学
校
に
お
け
る
技
術
者
養
成
観

　

高
等
工
業
学
校
で
養
成
さ
れ
る
技
術
者
及
び
技
術
者
養
成
に
お
け
る
高
等
工
業

学
校
の
機
能
に
つ
い
て
、
企
業
側
と
高
等
工
業
学
校
側
は
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な

認
識
を
持
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
雑
誌
『
産
業
と
教
育
』
誌
上
で
は
、
企
業
側

と
学
校
側
に
そ
れ
ぞ
れ
四
項
目
に
わ
た
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
そ
の
回
答
を

掲
載
し
て
い
る
。
ま
ず
、
こ
れ
を
も
と
に
企
業
側
と
学
校
側
の
認
識
に
つ
い
て
み

て
い
き
た
い
。

　

企
業
側
に
は
「
一
、
大
学
専
門
学
校
実
業
学
校
出
身
者
に
対
し
夫
々
如
何
な
る

機
能
を
予
定
せ
ら
る
る
や
。
二
、
職
業
人
養
成
上
特
に
重
き
を
置
く
必
要
あ
り
と

認
め
ら
ゝ
体
（
マ
マ
）如

何
。
三
、
我
国
実
業
教
育
制
度
上
の
欠
点
と
認
め
ら
ゝ
点
如
何
。

四
、
人
物
採
択
上
学
校
教
育
に
対
し
不
満
と
認
せ
ら
る
ゝ
点
あ
ら
ば
承
り
し
」
の

四
項
目
が
質
問
さ
れ
た
。（

４
）ま

ず
一
に
つ
い
て
は
、
東
邦
電
力
株
式
会
社
社
長
の
松

永
安
左
右
衛
門
の
回
答
に
あ
る
「
着
実
に
し
て
実
際
的
の
活
動
家
を
要
求
す
」
と

い
う
の
が
、
概
ね
共
通
の
認
識
で
あ
っ
た
。（

５
）そ

の
か
な
で
、
日
本
火
薬
製
造
株
式

会
社
事
務
取
締
役
の
原
安
三
郎
が
「
技
術
教
育
を
受
け
ら
れ
た
る
方
は
技
術
者
の

担
任
丈
を
期
待
し
経
営
に
は
不
服
予
定
」
と
回
答
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
天
満

紡
績
株
式
会
社
社
長
の
小
室
利
吉
が
「
工
科
文
科
を
問
は
ず
純
然
た
る
職
工
た
る

と
な
り
経
済
的
経
営
方
法
を
実
際
体
得
せ
し
め
主
動
的
経
営
的
機
能
発
揮
を
予
定

す
」
と
あ
る
よ
う
に
異
な
っ
た
見
解
も
示
さ
れ
て
い
る
。
企
業
側
間
で
異
な
っ
た

見
解
が
み
ら
れ
た
も
の
と
し
て
は
、
三
に
つ
い
て
原
は
「
実
際
上
の
練
習
不
足
に

て
卒
業
す
る
故
就
職
後
当
分
熟
練
時
間
経
過
」
と
批
判
し
て
い
る
。（

６
）こ

れ
に
対
し

て
、
日
本
製
錬
株
式
会
社
社
長
の
棚
橋
寅
五
郎
は
「
学
校
卒
業
生
を
採
用
す
る
に

際
し
吾
々
の
考
ふ
る
処
は
学
校
出
の
人
々
は
徒
弟
職
工
上
り
と
異
に
し
て
早
速
の

役
に
立
た
ず
先
づ
一
二
年
は
無
駄
飯
を
食
べ
さ
せ
る
な
り
。
然
れ
共
養
成
後
所
謂

龍
翼
な
り
と
楽
し
ん
で
採
用
す
る
な
り
」
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。（

７
）企

業
側
に

共
通
の
見
解
と
し
て
は
、
実
業
教
育
に
お
け
る
人
格
の
修
養
に
関
す
る
不
満
が
み

ら
れ
た
。

　

で
は
、
学
校
側
の
認
識
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
学
校
側
に
は
企
業
側
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と
ほ
ぼ
同
じ
「
一
、
職
業
人
と
し
て
如
何
な
る
地
位
に
就
き
如
何
な
る
機
能
を
司

る
べ
き
人
物
を
養
成
せ
ら
る
ゝ
や
。
二
、
職
業
人
養
成
上
特
に
重
き
を
置
く
必
要

あ
り
と
認
め
ら
ゝ
点
如
何
。
三
、
我
国
実
業
教
育
制
度
上
の
欠
点
と
認
め
ら
る
ゝ

点
如
何
。
四
、
実
業
界
の
人
物
採
択
方
針
に
対
し
不
満
と
せ
ら
る
ゝ
点
あ
ら
ば
承

り
た
し
」
の
四
項
目
が
質
問
さ
れ
た
。（

８
）ま

ず
一
に
つ
い
て
は
熊
本
高
等
工
業
学
校

長
の
遠
藤
金
山
が
「
実
業
専
門
学
校
の
立
場
と
し
て
は
工
業
界
に
従
事
す
る
技
術

者
と
し
て
設
計
及
業
務
監
督
の
任
に
当
り
、
一
面
に
於
い
て
は
研
究
に
従
事
し
、

現
時
工
業
界
の
要
求
に
適
応
す
べ
き
人
物
を
養
成
す
べ
き
な
り
」
と
回
答
し
て
い

る
。（

９
）こ

の
回
答
で
は
高
等
工
業
学
校
出
身
技
術
者
に
つ
い
て
、
現
場
に
お
け
る
指

導
的
技
術
者
と
研
究
に
従
事
す
る
技
術
者
の
二
つ
の
機
能
を
指
摘
し
て
い
る
。
京

都
高
等
工
芸
学
校
校
長
の
村
上
宇
一
は
、
同
様
の
見
解
を
示
し
、
そ
の
た
め
に
基

礎
的
学
科
目
の
重
視
を
主
張
し
て
い
る
。）

10
（

こ
の
一
に
つ
い
て
は
、
名
古
屋
高
等
工

業
学
校
長
の
土
屋
純
一
が
「
如
何
な
る
方
面
に
あ
り
て
も
所
謂
中
堅
と
し
て
活
躍

す
べ
き
人
物
を
養
成
せ
ん
と
す
」
と
述
べ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
長
岡
高
等
工
業

学
校
長
の
福
田
為
造
が
「
幹
部
工
業
技
術
者
を
養
成
す
」
と
述
べ
、
具
体
的
に
で

は
な
い
が
両
者
の
見
解
に
相
違
が
あ
る
こ
と
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。）

11
（

二
に
つ
い

て
は
、
各
校
校
長
と
も
基
本
的
に
人
格
の
修
養
を
あ
げ
て
お
り
、
企
業
側
か
ら
は

不
満
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
点
に
は
考
慮
を
払
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
三
に

つ
い
て
は
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
た
四
校
の
高
等
工
業
学
校
中
三
校
の
校
長

が
制
度
の
改
善
の
必
要
性
を
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
高
等
工
業

学
校
長
協
議
会
が
「
高
等
工
業
学
校
が
修
業
年
限
四
ヶ
年
に
延
長
を
必
要
と
す
る

理
由
項
目
書
」
を
出
す
前
年
の
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
の
も
の
で
あ
り
、
学
校

側
が
現
制
度
に
お
け
る
技
術
者
養
成
に
限
界
を
感
じ
て
い
る
こ
と
を
こ
の
回
答
か

ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

企
業
側
と
高
等
工
業
学
校
側
の
認
識
に
つ
い
て
、
人
格
の
修
養
の
重
視
と
い
う

点
に
つ
い
て
は
概
ね
一
致
し
た
認
識
を
も
っ
て
い
た
。見
解
の
相
違
に
つ
い
て
は
、

企
業
側
と
高
等
工
業
学
校
側
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
企
業
側
間
、
高
等
工
業
学

校
側
間
に
お
い
て
み
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
見
解
の
相
違
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
当

時
、
広
島
高
等
工
業
学
校
の
校
長
で
あ
っ
た
川
口
虎
雄
の
以
下
の
論
か
ら
窺
う
こ

と
が
で
き
る
。）

12
（

　
　

�

由
来
工
業
専
門
教
育
に
関
し
て
は
二
種
の
見
解
が
あ
り
、
近
時
そ
の
傾
向
は

一
層
濃
厚
な
り
と
認
め
ら
る
る
。
其
の
一
つ
は
理
論
を
軽
視
し
て
実
際
を
重

視
す
る
者
、
他
の
一
つ
は
右
に
反
し
て
実
際
を
軽
視
し
理
論
を
重
視
す
る
者

こ
れ
で
あ
る
。
之
は
工
業
の
実
際
者
間
に
も
見
ら
る
る
二
派
の
見
解
で
も
あ

る
が
、
多
く
は
実
際
家
の
間
と
言
は
ん
よ
り
は
寧
ろ
工
業
教
育
の
間
に
於
け

る
見
解
の
別
れ
で
あ
る
。（
中
略
）
学
校
卒
業
生
に
対
す
る
世
間
の
要
望
に

も
自
然
之
に
類
す
る
二
つ
の
流
れ
が
あ
る
か
と
思
ふ
。
主
と
し
て
大
工
場
は

工
学
の
基
礎
た
る
べ
き
学
科
に
主
力
を
注
げ
と
言
ふ
。
即
ち
理
論
重
視
と
目

す
べ
く
、
之
に
反
し
中
小
企
業
で
は
「
間
に
合
ふ
」
人
を
作
れ
と
言
ふ
即
ち

実
際
重
視
で
あ
る
。

　

高
等
工
業
学
校
に
お
け
る
技
術
者
養
成
教
育
に
お
い
て
、「
実
際
」
を
重
視
す

る
教
育
と
「
理
論
」
を
重
視
す
る
教
育
と
の
バ
ラ
ン
ス
の
違
い
が
、
先
に
み
た
見

解
の
相
違
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
高
等
工
業
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

に
つ
い
て
川
口
は
「
日
進
月
歩
は
工
業
界
の
実
際
で
あ
り
、
之
に
応
ず
る
技
術
者

の
教
養
法
は
私
共
の
責
務
で
あ
る
為
め
固
よ
り
油
断
な
く
注
意
し
て
居
る
こ
と
で

あ
る
が
、
一
方
工
業
社
界
か
ら
も
之
に
関
し
て
間
接
直
接
に
注
文
忠
告
が
起
こ
る
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の
で
何
時
も
な
が
ら
少
な
か
ら
ず
考
へ
さ
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
お

り
、
各
高
等
工
業
学
校
と
も
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
に
は
苦
労
し
て
い
た
こ
と
が
窺

え
る
。）

1（
（

こ
の
川
口
の
論
は
、
高
等
工
業
学
校
の
修
業
年
限
を
四
年
と
す
る
理
由
の

な
か
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
川
口
は
高
等
工
業
学
校
で
養
成
さ
れ
る

技
術
者
の
理
想
と
し
て
「
理
論
と
実
際
の
両
立
融
和
即
ち
何
れ
に
も
偏
せ
ず
欠
け

ず
両
面
具
有
の
人
物
」
を
あ
げ
、
こ
れ
を
成
す
に
は
年
限
の
延
長
が
必
要
で
あ
る

と
述
べ
て
い
る
。）

1（
（

四
年
制
案
に
つ
い
て
は
三
節
で
検
討
す
る
と
し
て
、次
節
で
は
、

現
行
三
年
制
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
技
術
者
を
養
成
す
る
た
め
ど

の
よ
う
な
改
革
が
な
さ
れ
て
い
た
の
か
を
、
川
口
が
校
長
を
務
め
て
い
た
広
島
高

等
工
業
学
校
を
事
例
と
し
て
検
討
し
て
い
く
。

二
　
広
島
高
等
工
業
学
校
に
お
け
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革

　

広
島
高
等
工
業
学
校
は
、
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
に
創
設
さ
れ
、
創
設
当
初

は
機
械
工
学
科
、
電
気
工
学
科
、
応
用
化
学
科
の
三
科
が
設
置
さ
れ
、
後

一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
に
醸
造
学
科
が
新
た
に
設
置
さ
れ
た
。）

1（
（

同
校
で
は
創
設

か
ら
高
等
工
業
学
校
長
協
議
会
が
年
限
延
長
の
理
由
書
を
提
出
し
た
一
九
三
五
年

ま
で
の
間
に
、
一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年
、
一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
、

一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
の
三
回
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
正
を
行
っ
て
い
る
。
以
下
、

機
械
工
学
科
を
例
と
し
て
、
各
改
正
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

（
一
）
一
九
二
二
年
度
の
改
正

　
【
表
１
】
と
【
表
２
】
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
九
二
〇
年
と
一
九
二
二
年
の
同
校
機

【表１】1920年度カリキュラム（機械工学科） 

学科目 第一年 第二年 第三年 学科目 第一年 第二年 第三年
修身 1 1 1 修身 1 1 1
体操 2 2 2 体操 2 2 2
英語 6 5 英語 5 4 2/0
数学 6 3/3/0 独語 (2)
物理学 3 数学 6 2
電気工学 0/2/2 2 物理学及実験 4/6
工作法 2/1/1 1 電気工学及実験 0/2 2/4
力学及図法力学 2 工作法 2 1
材料強弱学 3 力学 2
機構学 1 材料強弱学 3
水力学及水力機械 1/1/2 2/2/0 機構学 2
熱力学及熱機関 2/1/1 1/1/0 水力学及水力機械 2 2/0
蒸気機関 0/2/2 2 2/2/0 熱力学 1 2/0
瓦斯及石油機関 2 蒸気機関 2 2 2/0
機関車 2/2/0 内燃機関 2 1/0
舶用機関 2/2/0 機関車 2/1
紡織機 0/2/2 舶用機械 2/1
製造冶金学 2/2/0 紡織機 2/1
工場建築法 1 製造冶金学 2/1
工業経済及簿記 2 工場建築法 1
機械設計製図 10/8/8 7/8/10 16/17/28 経済及工場経理法 2
実験及実習 7/6/6 7/7/7 6/3/3 設計製図 9/7 9/8 12/26(24)
特別講義 実験及実習 6/4 6/5 4/3

合　　計 39 39 39 特別講義
合　　計 39 39 39

（注）１、【表１】、【表２】とも数字は毎週時間数。

　　 ２、／は各学期を示している。

　　 ３、（  ）は選択科目の毎週時間数。

（出典）各年度の『広島高等校工業学校一覧』をもとに作成。

 【表２】1922年度カリキュラム（機械工学科）
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械
工
学
科
の
学
科
課
程
表
で
あ
る
。こ
の
年
の
規
則
改
正
の
理
由
に
つ
い
て
は「
大

正
一
〇
年
規
則
改
正
理
由
書
」
よ
り
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
改
正
で
は
ま
ず
、
三
学
期
制
か
ら
二
学
期
制
に
学
期
区
分
が
変
更
さ
れ

た
。
よ
っ
て
改
正
前
と
改
正
後
の
時
間
数
を
単
純
に
は
比
較
で
き
な
い
。
そ
れ
を

ふ
ま
え
た
上
で
、
学
科
目
及
び
時
間
数
の
変
化
に
つ
い
て
み
て
い
く
。

　

新
設
さ
れ
た
科
目
は
、
選
択
科
目
で
あ
る
ド
イ
ツ
語
の
み
で
「
工
学
研
究
上
英

語
ノ
外
ニ
独
語
ヲ
モ
必
要
ト
ス
ル
コ
ト
証
明
ス
ル
迄
モ
ナ
シ
」
と
い
う
理
由
か
ら

で
あ
っ
た
。）

1（
（

こ
の
他
、
規
則
改
正
理
由
書
に
科
目
名
の
改
称
及
び
時
間
数
の
変
化

に
つ
い
て
理
由
が
記
載
さ
れ
て
い
る
科
目
は
、
共
通
科
目
で
は
、
英
語
、
物
理
学
、

経
済
及
工
場
経
理
法
の
三
科
目
で
あ
り
、
専
門
科
目
で
は
、
機
構
学
、
内
燃
機
関

の
二
科
目
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
共
通
科
目
に
つ
い
て
特
に
英
語
で
は
、「
英
語

ノ
学
習
ハ
其
年
月
ノ
永
キ
ニ
亘
ル
ヲ
必
要
ト
認
ム
ル
ニ
ヨ
ル
」
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
第
一
、二
年
の
み
に
課
せ
ら
れ
て
い
た
も
の
を
三
年
間
に
わ
た
っ
て
課
し
て
い

る
。）

1（
（

ま
た
物
理
学
及
実
験
に
つ
い
て
は
、「
工
学
ノ
研
究
ハ
其
基
礎
教
科
ノ
一
タ

ル
物
理
学
ノ
精
密
ヲ
必
要
ト
ス
」
と
し
て
、
総
時
間
で
講
義
で
二
〇
時
間
、
実
験

で
六
〇
時
間
増
加
し
て
い
る
。）

1（
（

こ
う
し
た
基
礎
的
学
科
目
の
授
業
時
間
数
の
増
加

と
と
も
に
、
専
門
学
科
に
お
い
て
も
、「
現
時
内
燃
機
関
ノ
発
達
ニ
鑑
ル
ト
キ
講

義
時
数
ヲ
一
層
増
加
ス
ル
ノ
必
要
ヲ
認
ム
」
と
し
て
内
燃
機
関
の
授
業
時
数
を
増

加
し
て
お
り
、
工
業
界
の
現
状
に
対
応
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
窺
う
こ
と
が
で
き

る
。）

1（
（

こ
の
他
、
時
間
数
の
増
減
が
み
ら
れ
た
学
科
目
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、
こ
の

増
減
は
、「
時
間
配
当
ノ
都
合
」
上
と
説
明
さ
れ
て
お
り
、
や
む
な
く
時
間
を
減

ら
し
た
学
科
目
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。）

20
（

学科目 第一年 第二年 第三年
修身 1 1 1
体操 3 3/2 2
外国語 5 4 2
数学 6/5 3 2/0
物理学及実験 4/6 2
電気工学及実験 0/2 2/4
工作法 2 2/1
力学 2
材料強弱学 2 2/0
機構学 2
水力学及水力機械 2 2/0
熱力学 2
蒸気機関 2 2 1/0
内燃機関 3/2
機関車 2/1
舶用機関 2/1
紡織機 2
工業用材料 2
工場建築法 1
経済及工場経理法 2
設計製図 8/5 6 9/21
実験及実習 6 6 4/2
特別講義

合　　計 39 39 39

【表３】1926年度カリキュラム（機械工学科）

（注） １、数字は毎週時間数。

　　　２、／は各学期を示している。

（出典）1926年度の『広島高等工業学校一覧』をもとに作成。

（
二
）
一
九
二
六
年
度
の
改
正

　
【
表
３
】
は
一
九
二
六
年
度
の
同
校
機
械
工
学
科
の
学
科
課
程
表
で
あ
る
。
共

通
科
目
に
つ
い
て
み
る
と
、
ま
ず
、
こ
れ
ま
で
選
択
科
目
で
あ
っ
た
ド
イ
ツ
語
を
、

「
近
来
独
乙
国
ノ
機
械
器
具
ノ
採
用
隆
盛
ニ
シ
テ
仕
様
書
説
明
書
等
独
文
ヲ
読
ム

ヘ
キ
必
要
多
ク
猶
進
ン
テ
独
乙
文
献
ヲ
モ
参
考
シ
得
シ
メ
ン
」た
め
に
正
科
と
し
、

外
国
語
の
中
に
含
ん
だ
。）

21
（

こ
の
他
、
数
学
と
物
理
学
及
実
験
に
つ
い
て
、
近
年
工

学
に
お
け
る
根
本
的
研
究
が
盛
ん
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
研
究
は
「
結
局
数
学
的

解
法
ト
実
験
ト
ニ
頼
ル
モ
ノ
」
で
あ
る
と
し
て
時
間
数
を
増
加
し
て
い
る
。

　

基
礎
的
学
科
目
の
授
業
時
間
数
が
前
回
の
改
正
に
引
き
続
き
増
加
さ
れ
て
い
る

の
に
対
し
て
、
専
門
科
目
に
お
い
て
は
、
時
間
数
の
増
加
さ
れ
た
科
目
と
減
少
さ

れ
た
科
目
が
み
ら
れ
た
。
時
間
数
が
増
加
さ
れ
た
科
目
は
、
工
作
法
、
紡
織
機
と
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製
造
冶
金
学
を
改
称
し
た
工
業
用
材
料
、
実
験
及
実
習
で
あ
っ
た
。
一
方
、
時
間

数
が
減
少
さ
れ
た
科
目
は
、
蒸
気
機
関
と
設
計
製
図
で
あ
っ
た
。
特
に
設
計
製
図

は
週
時
間
数
で
み
る
と
三
年
間
で
一
六
時
間
も
減
少
さ
れ
て
い
る
。
専
門
科
目
に

お
け
る
授
業
時
間
数
の
増
加
は
、
各
専
門
科
目
の
科
学
的
発
展
及
び
工
業
界
の
関

連
す
る
技
術
、
機
械
の
進
歩
発
展
が
理
由
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
工
作
法
の
授
業

時
間
数
の
増
加
に
つ
い
て
は
、「
工
作
術
及
工
作
法
ノ
進
歩
発
展
ニ
伴
ヒ
此
等
ニ

関
シ
教
授
ス
ヘ
キ
項
目
」が
増
加
し
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
あ
げ
て
い
る
。）

22
（

一
方
、

授
業
時
間
数
の
減
少
に
つ
い
て
は
、
時
間
配
当
を
理
由
に
あ
げ
て
い
る
。
設
計
製

図
で
は
「
設
計
課
題
ノ
選
択
製
図
場
ノ
指
導
法
ノ
改
善
ニ
ヨ
リ
所
期
ノ
目
的
ヲ
達

セ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
ル
見
込
ナ
リ
」
と
授
業
時
間
減
少
の
影
響
が
少
な
い
こ
と
を

述
べ
な
が
ら
も
、
実
験
及
実
習
の
授
業
時
間
数
増
加
理
由
の
一
つ
と
し
て
「
設
計

製
図
時
間
ノ
減
少
ヲ
忍
ビ
之
ヲ
増
加
セ
リ
」
と
述
べ
て
お
り
、
設
計
製
図
の
授
業

時
間
数
減
少
分
を
実
験
及
実
習
に
よ
っ
て
代
替
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え

る
。）

2（
（

（
三
）
一
九
三
三
年
度
の
改
正

　
【
表
４
】
は
一
九
三
三
年
度
の
同
校
機
械
工
学
科
の
学
科
課
程
表
で
あ
る
。
こ

の
年
の
改
正
に
お
い
て
は
、
先
に
み
た
一
九
二
二
年
、
一
九
二
六
年
の
改
正
に
お

い
て
時
間
数
が
増
加
さ
れ
て
い
た
外
国
語
や
数
学
、
物
理
学
及
実
験
の
授
業
時
間

が
減
少
さ
れ
た
。
外
国
語
に
つ
い
て
は
、「
専
門
学
科
目
ノ
教
授
ニ
際
シ
教
科
書

又
ハ
参
考
書
ト
シ
テ
英
独
文
ノ
書
籍
ヲ
利
用
セ
シ
メ
尚
外
国
専
門
雑
誌
ノ
購
読
ヲ

行
フ
ヲ
以
テ
語
学
ノ
実
力
養
成
ノ
効
果
ニ
於
テ
殆
ド
影
響
ナ
キ
ニ
ヨ
リ
」
授
業
時

間
数
を
減
少
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。）

2（
（

ま
た
、
数
学
と
物
理
学
及
実
験
に
つ

い
て
は
「
専
門
学
科
目
ヲ
教
授
ス
ル
ニ
当
リ
其
ノ
基
礎
知
識
ヲ
与
フ
ル
ニ
支
障
ナ

キ
範
囲
内
」
に
お
い
て
授
業
時
間
を
減
少
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。）

2（
（

こ
う

し
た
基
礎
的
学
科
目
の
時
間
減
少
分
は
、「
現
下
ノ
工
業
界
ノ
趨
勢
ニ
伴
フ
必
須

ナ
ル
専
門
学
科
目
及
ビ
本
改
正
ノ
重
点
タ
ル
実
験
実
習
及
製
図
ノ
時
間
数
ニ
充

当
」
さ
れ
た
。

　

専
門
科
目
で
新
設
さ
れ
た
科
目
は
、
機
械
設
計
法
と
熱
力
学
を
廃
止
し
て
新
た

に
独
立
さ
せ
た
空
気
圧
縮
機
と
冷
凍
及
暖
房
で
あ
っ
た
。
機
械
設
計
法
は
、「
従

来
ノ
学
科
課
程
ニ
於
テ
ハ
機
素
ノ
設
計
法
ヲ
教
フ
ル
機
会
ナ
ク
断
片
的
ニ
シ
テ
一

貫
セ
ズ
従
ツ
テ
不
徹
底
ナ
ル
ヲ
免
レ
ズ
第
三
学
年
ニ
及
ブ
モ
機
素
設
計
力
幼
稚
ナ

ル
ノ
恨
ミ
ア
ル
」
た
め
に
新
設
し
、
第
一
学
年
に
課
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。）

2（
（

こ
れ

学科目 第一年 第二年 第三年
修身 1 1 1
体操 3 3/2 2
外国語 5/4 4 2
数学 5 3 2/0
物理学及実験 4/6 2/1
電気工学及実験 0/2 2/4
工作法 2 1 1/0
力学 2
材料強弱学 2 2/0
機械設計法 1
機構学 2/1
水力学及水力機械 1/2 2/1
蒸汽機関 1 2 2/0
内燃機関 1 2
空気圧縮機 2/0
冷凍及暖房 0/2
機関車 1/2
舶用機関 1
紡織機 1
工業用材料 2
工業建築法 1
経済及工場経理法 2
設計製図 8/5 7 12/18
実験及実習 6 7 3/4
特別講義 造兵学、航空機
合　　計 39 39 39

【表４】1933年度カリキュラム（機械工学科）

（注）１、数字は毎週時間数。
　　２、／は各学期を示している。
（出典）1933年度の『広島高等工業学校一覧』をもとに作成。
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は
ま
た
機
構
学
と
製
図
と
の
関
連
を
図
る
た
め
に
新
設
さ
れ
た
も
の
で
も
あ
っ

た
。
そ
の
た
め
、
機
構
学
で
は
内
容
の
一
部
を
機
械
設
計
法
で
教
授
す
る
た
め
授

業
時
間
数
が
減
少
さ
れ
て
い
る
。
空
気
圧
縮
機
と
冷
凍
及
暖
房
に
つ
い
て
は
、
も

と
の
熱
力
学
の
内
容
が
「
主
ト
シ
テ
熱
機
関
ニ
関
ス
ル
総
論
的
講
義
ナ
ル
故
各
論

的
ニ
講
義
ス
ル
他
ノ
学
科
目
ト
ノ
間
ニ
重
複
ス
ル
コ
ト
ア
リ
講
義
内
容
統
一
ノ
為

メ
」
内
燃
機
関
と
蒸
気
機
関
に
包
含
し
、
こ
れ
ら
の
科
目
に
属
さ
な
い
両
科
目
を

独
立
さ
せ
た
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。）

2（
（

他
の
専
門
科
目
に
つ
い
て
は
、
時
間
数
に

す
れ
ば
僅
か
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
多
く
の
科
目
の
授
業
時
間
数
が
減
少
さ
れ

た
。
授
業
時
間
数
が
減
少
さ
れ
た
の
は
、
水
力
学
及
水
力
機
械
、
蒸
気
機
関
、
舶

用
機
関
、
機
関
車
、
紡
織
機
で
あ
っ
た
。
そ
の
多
く
は
、
時
間
配
当
上
の
理
由
で

あ
っ
た
が
、
例
え
ば
舶
用
機
関
で
は
「
本
学
科
目
ノ
内
容
ニ
於
テ
汽
機
汽
罐
ノ
如

キ
ハ
学
界
ニ
於
ケ
ル
新
研
究
モ
昔
日
ノ
如
ク
余
リ
重
キ
ヲ
置
カ
ザ
ル
モ
ノ
ア
リ
」

と
時
勢
を
考
慮
し
て
の
減
少
で
あ
っ
た
。）

2（
（

こ
れ
と
は
逆
に
内
燃
機
関
で
は
「
航
空

機
、
自
動
車
等
ノ
機
関
ハ
目
下
工
業
界
ニ
ソ
ノ
地
位
重
キ
ヲ
為
シ
其
ノ
研
究
日
ヲ

遂
ヒ
テ
盛
ン
ニ
成
リ
ツ
ツ
ア
ル
ヲ
鑑
ミ
」
て
授
業
時
間
数
が
増
加
さ
れ
た
。）

2（
（

　

こ
の
改
正
の
重
点
が
設
計
製
図
、
実
験
及
実
習
の
授
業
時
間
数
の
増
加
に
あ
っ

た
こ
と
は
上
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
設
計
製
図
に
つ
い
て
は
、「
機
械
工
学
科

ニ
於
ケ
ル
本
学
科
目
ハ
諸
機
械
製
作
ニ
際
シ
所
謂
羅
針
盤
ヲ
為
ス
モ
ノ
ニ
シ
テ
技

術
者
ト
シ
テ
将
来
斯
業
ニ
携
ル
上
ニ
於
テ
最
モ
重
要
ナ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ガ
故
ニ
自
由

自
在
ニ
応
用
シ
得
ル
様
充
分
ナ
ル
錬
磨
ノ
功
ヲ
積
ミ
置
ク
ノ
必
要
ア
リ
」
と
し
て

授
業
時
間
数
が
増
加
さ
れ
た
。）

（0
（

一
九
二
六
年
度
の
改
正
で
は
時
間
数
が
減
少
さ
れ

た
が
、
そ
の
結
果
、
同
校
生
徒
の
設
計
製
図
に
関
す
る
力
量
不
足
を
痛
感
し
た
た

め
と
思
わ
れ
る
。
実
験
及
実
習
に
つ
い
て
は
、
改
正
理
由
か
ら
同
校
に
お
け
る
技

術
者
養
成
方
針
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
以
下
に
引
用
す
る
。）

（1
（

　
　

�

従
来
動
モ
ス
レ
バ
理
論
ノ
偏
重
ニ
傾
キ
現
下
ノ
工
業
界
ニ
則
ス
ル
実
際
的
技

術
ヨ
リ
遠
ザ
カ
ラ
ン
ト
ス
ル
ノ
弊
ヲ
一
掃
セ
ン
ト
ス
ル
ニ
ア
リ
。
故
ニ
理
論

ヲ
実
地
ニ
応
用
シ
正
鵠
自
在
ノ
技
能
ヲ
修
得
セ
シ
メ
又
詰
込
主
義
ヲ
排
シ
実

験
実
習
ニ
依
ツ
テ
好
学
心
ヲ
嗾
リ
自
習
自
立
ノ
精
神
ヲ
涵
養
シ
授
業
ノ
効
果

ヲ
実
際
化
シ
工
業
界
ノ
趨
勢
ト
接
着
セ
シ
メ
ン
ト
セ
リ

　

学
校
で
教
授
す
る
専
門
的
知
識
を
実
際
の
工
業
へ
転
化
す
る
た
め
に
も
実
験
及

実
習
の
授
業
時
間
数
の
増
加
は
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
と
は
い
え
、
同

校
新
設
当
時
の
実
験
及
実
習
の
時
間
数
と
比
べ
て
総
時
間
で
み
れ
ば
減
っ
て
お

り
、
一
九
二
六
年
度
と
こ
の
年
の
改
正
に
よ
り
授
業
時
間
数
を
増
加
し
て
は
い
る

が
、
同
校
が
理
想
と
す
る
技
術
者
を
養
成
す
る
た
め
に
必
ず
し
も
十
分
な
時
間
が

配
当
で
き
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
こ
れ
は
、
同
校
機
械
科
の
工
場
実
習
に
つ
い

て
の
報
告
で
あ
る
以
下
の
一
節
か
ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。）

（2
（

　
　

�

従
来
技
術
上
の
点
に
於
い
て
真
に
職
工
を
指
導
す
べ
き
任
に
就
く
も
の
は
職

工
の
作
業
方
法
を
充
分
理
解
し
批
判
し
得
る
能
力
を
有
す
べ
き
に
し
て
在
校

当
時
よ
り
之
れ
に
近
き
程
度
に
腕
を
進
ま
せ
て
置
く
べ
き
な
れ
共
時
間
の
関

係
上
到
底
不
可
能
な
る
故
に
、
先
づ
机
上
の
論
を
実
地
に
応
用
す
る
方
法
を

教
へ
以
つ
て
作
業
能
率
を
高
む
る
基
礎
を
作
る
は
実
に
在
校
中
の
実
習
の
目

的
な
り
と
信
じ
聊
か
こ
の
方
面
に
努
力
せ
り

　

学
校
に
お
い
て
は
、
理
想
と
す
る
技
術
者
像
を
持
ち
な
が
ら
、
そ
れ
を
養
成
す

る
に
は
現
行
の
授
業
時
間
数
で
は
対
応
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
一
方
で

そ
の
対
応
策
と
し
て
将
来
に
お
い
て
応
用
で
き
る
基
礎
的
能
力
の
育
成
を
重
視
し

て
い
る
点
は
、
高
等
工
業
学
校
に
お
け
る
技
術
者
養
成
の
特
色
で
あ
る
と
い
え
る
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だ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
同
校
校
長
川
口
が
一
九
三
四
年
に
日
本
工
業
倶
楽
部
に
お
い

て
開
催
さ
れ
た
実
業
教
育
座
談
会
に
お
い
て
「
何
分
三
年
位
で
は
格
別
な
事
も
出

来
ま
せ
ぬ
の
で
、
実
業
界
に
出
て
か
ら
、
ど
こ
迄
も
自
分
の
才
能
を
伸
し
て
行
く

や
う
、
そ
の
準
備
と
し
て
飽
く
迄
研
究
的
態
度
を
養
ふ
よ
う
格
段
の
注
意
を
払
つ

て
居
る
」
と
同
校
の
教
育
方
針
を
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
。）

（（
（

し
か
し
、

前
節
で
み
た
よ
う
に
、「
実
際
上
の
練
習
不
足
」
と
し
て
、
産
業
界
か
ら
の
批
判

が
あ
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

三
　
四
年
制
案
と
の
比
較

　

本
節
で
は
、
前
節
で
み
た
広
島
高
等
工
業
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
の
動
向

を
ふ
ま
え
、
四
年
制
案
と
の
比
較
検
討
を
行
い
、
高
等
工
業
学
校
に
お
け
る
技
術

者
養
成
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
。
こ
の
時
期
に
は
多
く
の
学
制
改
革
案
が
み
ら

れ
る
が
、
本
論
で
は
直
接
高
等
工
業
学
校
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
高
等
工
業
学
校

長
協
議
会
と
川
口
の
四
年
制
案
を
取
り
あ
げ
る
。
特
に
川
口
は
、
具
体
的
な
四
年

制
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
案
を
作
成
し
て
い
る
。
以
下
で
は
、
ま
ず
四
年
制
案
の
制
度

的
側
面
を
検
討
し
、
そ
の
後
、
川
口
の
四
年
制
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
案
に
つ
い
て
み
て

い
く
こ
と
と
す
る
。

（
一
）
四
年
制
高
等
工
業
学
校
制
度
案

　

高
等
工
業
学
校
関
係
者
が
修
業
年
限
を
一
年
延
長
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
理
由

の
一
つ
に
、
高
等
工
業
学
校
出
身
技
術
者
の
待
遇
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
高
等
工

業
学
校
出
身
技
術
者
の
多
く
が
終
始
技
手
止
ま
り
で
、
技
師
に
進
む
者
が
少
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
な
お
、

一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
六
月
の
調
査
に

よ
れ
ば
、
特
に
技
術
系
の
工
場
、
企
業
に

お
け
る
大
学
と
高
等
工
業
学
校
出
身
者
の

職
位
は
【
表
５
】
の
通
り
で
あ
る
。）

（（
（

　

高
等
工
業
学
校
長
協
議
会
の
案
で
は
、

雑
工
業
に
属
す
る
も
の
に
は
技
手
階
級
の

技
術
者
を
多
く
必
要
と
す
る
が
、「
向
後

精
密
工
業
の
発
展
が
期
せ
ら
れ
る
ゝ
に
つ

れ
、
益
々
高
等
の
教
育
を
終
了
し
た
る
技

師
級
と
熟
練
職
工
と
の
需
要
を
増
す
べ
き

も
の
」
と
述
べ
、
そ
の
た
め
に
高
等
工
業

学
校
を
四
年
制
に
し
て
「
其
実
力
の
充
実

を
謀
り
以
て
時
代
と
社
会
の
現
状
に
順
応

せ
ん
」
と
主
張
し
て
い
る
。）

（（
（

高
等
工
業
学

校
を
技
師
を
養
成
す
る
機
関
と
し
て
位
置

づ
け
、
そ
の
た
め
に
年
限
延
長
が
必
要
で

あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
川
口
も
同
様
に

「
高
等
工
業
学
校
は
今
一
ヶ
年
年
限
を
延

長
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
工
業
促
進
の
大

任
務
を
果
た
す
技
師
の
最
も
完
全
な
る
も

の
を
作
る
」
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。）

（（
（

　

高
等
工
業
学
校
を
四
年
制
と
す
る
際
、

分野 技師以上 技手 職長 職工 合計

大学 956 
（53.2）

775 
（43.2）

33 
（1.8）

32 
（1.8）

1796 
（100.0）

高等工業学校 1309
（37.5） 1907（54.7） 96 

（2.8）
174 

（5.0）
3488 

（100.0）

【表５】大学及び高等工業出身技術者の職位

（注）数字は人数、（　　）内の数字は％。
（出典）�間宏監修『日本労務管理史資料集　第Ⅰ期　第九巻　企業と学歴』五山堂書店、1987年をも

とに作成。
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ど
の
よ
う
に
年
限
を
延
長
す
る
か
が
問
題
と
な
る
。
高
等
工
業
学
校
長
協
議
会
の

案
で
は
、
四
年
制
の
明
治
専
門
学
校
の
例
等
を
あ
げ
な
が
ら
、
上
に
年
限
を
延
長

す
る
案
を
基
本
的
に
は
主
張
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
の
学
制
改
革
案
に

は
年
限
短
縮
を
主
張
す
る
も
の
も
あ
り
、
こ
の
状
況
を
ふ
ま
え
る
と
、
中
学
校
四

年
修
了
者
を
入
学
さ
せ
、
四
年
間
の
高
等
工
業
教
育
を
す
る
と
い
う
下
に
一
年
延

長
す
る
案
も
や
む
な
し
と
し
て
い
る
。）

（（
（

こ
れ
に
対
し
川
口
は
、
以
前
は
「
学
生
の

年
齢
を
今
の
高
工
三
年
の
上
に
延
ば
し
て
一
ヶ
年
を
加
ふ
る
四
年
制
度
論
を
支
持

し
て
居
つ
た
の
で
あ
る
が
、
今
日
に
至
つ
て
は
寧
ろ
之
を
下
に
延
ば
し
、
中
学
第

四
年
修
了
程
度
の
者
を
入
学
せ
し
め
て
卒
業
年
齢
を
現
在
と
同
位
に
保
つ
意
見
に

賛
同
す
る
」
と
い
う
立
場
を
と
っ
た
。）

（（
（

川
口
の
案
で
は
、
卒
業
生
の
学
力
充
実
の

点
か
ら
い
え
ば
上
に
年
限
を
延
長
す
る
方
が
良
い
が
、
そ
れ
よ
り
も
早
く
実
務
に

従
事
で
き
る
よ
う
下
に
年
限
を
延
長
す
る
方
が
得
策
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

年
限
延
長
の
方
法
に
つ
い
て
川
口
は
、「
実
地
の
難
易
を
考
へ
て
寧
ろ
下
に
延
ば

す
事
が
実
現
の
可
能
性
が
多
い
」
と
考
え
て
お
り
、
必
ず
し
も
上
に
延
長
す
る
の

に
反
対
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。）

（（
（

何
よ
り
も
高
等
工
業
学
校
側
は
、
高
等

工
業
学
校
を
技
師
養
成
機
関
と
し
、
実
力
あ
る
技
師
を
養
成
す
る
た
め
に
は
修
業

年
限
の
一
年
延
長
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
た
。）

（（
（

（
二
）
四
年
制
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
案
と
現
行
三
年
制
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
比
較

　

川
口
は
、
実
力
あ
る
技
師
を
養
成
す
る
た
め
に
四
年
制
を
主
張
し
た
が
、
具
体

的
に
は
ど
の
よ
う
な
技
術
者
養
成
教
育
を
構
想
し
て
い
た
か
み
て
い
く
こ
と
に
す

る
。【
表
６
】
は
、
川
口
が
作
成
し
た
高
等
工
業
学
校
四
年
制
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
案

で
あ
る
。
な
お
こ
の
案
は
、
明
記
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
先
に
川
口
の
論
で
み
た

よ
う
に
、
お
そ
ら
く
下
に
一
年
延
長
即
ち
中
学
校
四
年
修
了
程
度
の
者
を
入
学
さ

せ
た
場
合
の
四
年
制
案
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
案
を
み
る
と
、
ま
ず
、
現
行
三
年
制
と
比
べ
て
、
基
礎
的
学
科
目
の
総
時

間
数
が
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
四
年
制
案
は
中
学
校
四
年
修
了

程
度
を
入
学
資
格
と
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
英
語
、
数
学
、
物
理
学
等
に

お
い
て
は
、
現
行
の
三
年
制
と
比
べ
て
単
純
に
時
間
数
が
増
加
し
て
い
る
と
は
い

え
な
い
。
と
こ
ろ
で
川
口
は
、
技
術
者
養
成
に
お
い
て
は
こ
う
し
た
科
目
を
中
学

校
五
年
で
教
授
す
る
よ
り
も
、
四
年
制
の
高
等
工
業
学
校
に
お
い
て
教
授
し
た
方

が
良
い
と
主
張
し
て
い
る
。
例
え
ば
数
学
に
つ
い
て
は
「
高
工
程
度
の
工
業
技
術

者
に
必
要
な
る
応
用
数
学
の
学
習
に
は
、
従
来
中
学
校
で
教
へ
た
之
等
（
中
学
校

五
年
で
学
習
す
る
数
学
）
の
部
分
は
中
学
校
で
は
控
へ
て
置
い
て
、
高
工
に
入
学

し
自
分
の
将
来
立
べ
き
職
業
意
識
が
判
然
と
し
て
か
ら
、
此
の
職
業
に
必
要
な
る

高
等
数
学
に
進
む
べ
き
準
備
的
、
段
階
的
の
も
の
と
し
て
大
切
な
数
学
で
あ
る
と

し
て
授
け
る
こ
と
と
す
る
と
、
学
生
の
方
も
何
故
に
之
を
学
ぶ
べ
き
か
の
目
的
が

明
瞭
し
て
来
る
か
ら
、
興
味
も
湧
き
努
力
も
し
能
く
理
解
す
る
様
に
な
る
（
引
用

者
注
）」
と
い
う
の
で
あ
る
。）

（0
（

受
験
の
た
め
で
は
な
く
、
将
来
技
術
者
に
な
る
上

で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
学
科
目
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
学
習
の

効
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
川
口
は
考
え
て
い
た
。
ま
た
川
口
は
、
四
年
制

案
に
お
け
る
第
一
学
年
を
単
に
中
学
校
五
年
と
同
等
の
教
育
を
す
る
の
で
は
な

く
、
第
一
学
年
の
時
か
ら
一
般
的
工
業
知
識
を
浅
く
て
も
よ
い
か
ら
広
く
教
え
、

「
多
角
的
に
工
業
趣
味
を
養
成
」
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。）

（1
（

こ
の
四
年
制
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
案
に
は
各
科
目
の
具
体
的
な
内
容
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
第
一
学

年
の
工
業
大
意
は
、
こ
の
た
め
に
課
さ
れ
た
学
科
目
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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次
に
指
摘
で
き
る
の
は
、
設
計
製
図
と
実
験
及
実
習
の
総
時
間
数
の

大
幅
な
増
加
で
あ
る
。
川
口
は
、「
今
の
処
で
は
実
習
も
実
験
も
製
図

を
先
ず
一
通
り
課
す
る
と
言
ふ
の
み
で
、
今
一
歩
突
込
ん
で
練
る
と
い

ふ
に
は
時
間
が
足
ら
ぬ
」
と
現
行
三
年
制
の
限
界
を
述
べ
て
い
る
。）

（2
（

そ

の
た
め
四
年
制
案
で
は
設
計
製
図
に
も
多
く
の
時
間
を
充
て
、
更
に
実

験
及
実
習
に
多
く
の
時
間
を
充
て
て
い
る
。
特
に
機
械
工
学
科
に
お
い

て
は
、
現
時
の
工
業
に
お
い
て
「
機
械
知
識
は
広
大
な
る
範
囲
に
亘
つ

て
必
要
」
が
あ
り
、
ま
た
直
接
機
械
と
関
係
の
な
い
専
門
外
の
も
の
も

広
く
教
授
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
。）

（（
（

こ
う
し
た
幅
広
い
知
識
を
実
際

の
工
業
に
応
用
す
る
力
量
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
も
製
図
設
計
と
実
験

及
実
習
の
時
間
数
の
増
加
が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

こ
の
よ
う
に
川
口
の
四
年
制
案
で
は
、
早
く
か
ら
工
業
技
術
者
と
し

て
の
素
地
を
作
り
、
基
礎
的
学
科
目
を
専
門
学
科
を
学
ぶ
上
で
有
効
的

な
も
の
と
し
、
そ
の
上
で
設
計
製
図
や
実
験
及
実
習
に
多
く
の
時
間
を

あ
て
、
専
門
学
科
を
実
際
の
工
業
に
応
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
力
量
を

身
に
つ
け
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
。
こ
う
し
て
「
理
論
と
実
際
の
両
立

融
和
即
ち
何
れ
に
も
偏
せ
ず
欠
け
ず
両
面
具
有
の
人
物
」
を
養
成
す
る

こ
と
を
理
想
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
四
年
制
案
に
お
け
る
技
術
者
養

成
方
針
を
理
想
と
し
た
場
合
、
前
節
で
み
た
三
年
制
で
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
改
正
は
、
必
ず
し
も
こ
の
方
針
に
そ
っ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と

が
分
か
る
。
例
え
ば
一
九
二
六
年
度
の
改
正
で
数
学
や
物
理
学
の
時
間

を
増
加
し
、
ま
た
設
計
製
図
の
時
間
を
減
少
さ
せ
な
が
ら
、
次
の

一
九
三
三
年
度
の
改
正
で
は
逆
に
数
学
や
物
理
学
の
時
間
を
減
少
し
、

【表６】川口虎雄の高等工業学校4年制カリキュラム案（機械工学科）

（注）１、数字は毎週時間数。
　　　２、（��）の数字は現行学科課程表の毎週時間数。
　　　３、／は各学期を示している。
　　　４、○は新設学科目。
　　　５、＊は川口の４年制案において第一学期の合計時間は39時間となっているが、実際の合計時間は38時間である。
　　　（出典）�川口虎雄「高等工業教育論」『産業と教育』第二巻、第二号、全国実業教育会、1936年、76～ 78頁をも

とに作成。

学　科　目 現　　　　　行 第一年 第二年 第三年 第四年 増減
修身 同 1(1) 1(1) 1(1) 1 増35
体操及教練 体操 3(3) 3(3/2) 3/2(2) 2 増105
英語 外国語 3(4/3) 1/2(2) 2/0(1) 増34
独逸語 (1) 2(2) 2/4(1) 2/0 増89
数学 同 4(5) 4(3) 3(2/0) 2/0 増105
物理学及実験 同 2(4/6) 6/2(2/1) 2/0 増28
○応用化学 2 増70
○工業大意 4/2 増108
電気工学及実験 同 (0/2) 0/2(2/4) 2/4 －
工作法 同 2(2) 2/1(1) 1(1/0) 増35
○精密機械 1 増35
力学 同 (2) 2 －
材料強弱学 同 (2) 2(2/0) 2/0 －
機構学 同 (2/1) 2 増16
水力学及水力機械 同 (1/2) 1/2(2/1) 2/1 －
蒸気機関 同 1(1) 2(2) 1(2/0) 減3
内燃機関 同 0/2(1) 1/2(2) 2/1 増32
暖房、冷凍、空気圧縮機 空気圧縮機、冷凍及暖房 (2) 2 －
機関車 同 (1/2) 1/2 －
舶用機関 同 (1) 1 －
紡織機 同 (1) 1 －
工業用材料 同 1(2) 1 増1
工場建築法 同 (1) 1 －
○造兵学 第二学期ニ於テ十時間位特

別講義トシテ行フ
0/2 増30

○航空機 2/0 増38
経済及工場経理法 同 (2) 2 －
図学及機械設計法 機械設計法 2(1) 1 増70
設計製図 同 8/7(8/5) 5/7(7) 7/8(12/18) 13/19 増305
実験及実習 同 7/8(6) 7(7) 7(3/4) 4 増315

合　　計 39(39) 39(39)* 39(39) 39
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酒井　真　　戦間期における広島高等工業学校のカリキュラム改革

設
計
製
図
の
時
間
を
増
加
さ
せ
て
い
る
と
い
っ
た
と
こ
ろ
に
窺
う
こ
と
が
で
き

る
。
専
門
科
目
に
お
い
て
は
、
発
展
す
る
工
業
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
こ

れ
ら
の
科
目
は
、
各
分
野
の
工
業
及
び
科
学
の
趨
勢
に
応
じ
て
授
業
時
間
数
の
増

減
を
行
っ
て
い
た
が
、
そ
の
残
り
時
間
に
お
い
て
、
専
門
科
目
を
学
ぶ
た
め
に
必

要
な
基
礎
的
学
科
目
や
専
門
科
目
を
実
際
の
工
業
へ
転
化
す
る
た
め
に
必
要
な
実

習
等
を
課
そ
う
と
す
る
と
、
現
行
三
年
制
に
お
い
て
は
十
分
な
時
間
を
配
当
で
き

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

昭
和
初
頭
に
お
け
る
工
業
教
育
に
関
す
る
制
度
改
革
案
は
、
技
術
者
を
技
師
、

技
手
、
工
手
及
職
工
の
三
種
と
し
、
こ
れ
を
養
成
す
る
機
関
を
小
学
校
、
中
学
校
、

大
学
と
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。）

（（
（

高
等
工
業
学
校
長
協
議
会
の
「
高
等
工
業

学
校
が
修
業
年
限
四
ヶ
年
に
延
長
を
必
要
と
す
る
理
由
項
目
書
」
も
基
本
的
に
は

こ
の
方
針
に
そ
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
中
学
校
四
年
修
了
者
に
四
年
の
高
等
工

業
教
育
を
行
う
こ
と
も
認
め
て
お
り
、
現
行
制
度
を
廃
止
し
て
大
学
と
す
る
の
で

は
な
く
、
何
よ
り
も
四
年
制
の
高
等
工
業
学
校
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は

川
口
の
四
年
制
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
大
学
に
類
似
し
た
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で

高
等
工
業
学
校
で
の
教
育
を
ベ
ー
ス
に
作
成
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。
高

等
工
業
学
校
関
係
者
は
、
理
想
と
す
る
技
術
者
を
養
成
す
る
う
え
で
現
行
の
三
年

制
に
限
界
は
感
じ
て
は
い
た
が
、
高
等
工
業
学
校
に
お
け
る
基
本
的
な
技
術
者
養

成
方
針
に
つ
い
て
は
、
あ
る
程
度
の
有
効
性
を
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

お
わ
り
に

　

最
後
に
、
本
論
で
明
ら
か
に
な
っ
た
点
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
く
。
高
等
工
業

学
校
は
、
第
一
次
大
戦
を
契
機
と
す
る
産
業
の
急
激
な
発
展
、
そ
れ
に
伴
う
技
術

者
需
要
の
高
ま
り
に
応
え
る
か
た
ち
で
増
設
さ
れ
た
が
、
産
業
界
が
高
等
工
業
学

校
に
期
待
し
た
役
割
は
必
ず
し
も
統
一
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
学
校

側
も
同
様
で
、
養
成
し
よ
う
と
し
た
技
術
者
像
に
も
見
解
の
相
違
が
み
ら
れ
た
。

し
か
し
こ
れ
は
理
想
と
す
る
技
術
者
像
の
違
い
で
は
な
く
、
現
行
三
年
制
に
お
い

て
、「
理
論
」
を
重
視
す
る
教
育
と
「
実
際
」
を
重
視
す
る
教
育
の
バ
ラ
ン
ス
の

違
い
で
あ
っ
た
。
高
等
工
業
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
、
工
業
界
の
発

展
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
り
、
又
産
業
界
か
ら
の
要
望
に
も
応
え
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
広
島
高
等
工
業
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
正
の
場
合
、
各
改
正
に
よ
っ
て
両

者
の
時
間
数
の
増
減
を
繰
り
返
し
、
有
効
な
技
術
者
養
成
教
育
を
模
索
し
て
い

た
。
そ
の
な
か
で
、
学
校
側
が
理
想
と
す
る
理
論
と
実
際
と
を
兼
ね
備
え
た
技
術

者
を
養
成
す
る
う
え
で
時
間
的
限
界
が
生
じ
て
き
た
。
本
論
で
は
、
機
械
工
学
科

の
み
の
事
例
で
あ
っ
た
が
、
特
に
設
計
製
図
や
実
験
及
実
習
の
時
間
数
の
不
足
が

大
き
か
っ
た
。

　

高
等
工
業
学
校
関
係
者
が
四
年
制
を
主
張
し
た
背
景
に
は
、
こ
う
し
た
三
年
制

に
お
け
る
技
術
者
養
成
に
限
界
を
感
じ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
一
面

で
は
、
高
等
工
業
学
校
が
養
成
す
べ
き
技
術
者
を
技
師
と
明
確
に
位
置
づ
け
た
た

め
で
も
あ
っ
た
。
本
論
で
も
み
て
き
た
よ
う
に
、
現
行
の
高
等
工
業
学
校
が
養
成

し
よ
う
と
し
て
い
た
の
は
、
技
師
も
視
野
に
入
れ
て
は
い
た
が
、
必
ず
し
も
そ
れ

に
限
定
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
高
等
工
業
学
校
関
係
者
が
技
師
養
成
を
目
指

し
た
の
は
、
従
来
の
高
等
工
業
学
校
出
身
技
術
者
が
現
場
に
お
い
て
適
当
な
位
置

づ
け
を
持
ち
え
な
か
っ
た
こ
と
も
理
由
で
は
あ
る
が
、
将
来
の
工
業
界
に
お
い
て

は
技
手
よ
り
も
技
師
の
需
要
が
増
す
べ
き
と
の
認
識
に
も
と
づ
い
て
の
も
の
で
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あ
っ
た
。
大
正
期
の
高
等
工
業
学
校
の
増
設
は
「
長
期
的
展
望
に
立
つ
計
画
性
に

乏
し
い
」
も
の
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
戦
間
期
の
高
等
工
業
学
校
に
お

け
る
教
育
は
、
常
に
工
業
界
の
趨
勢
に
対
応
し
て
展
開
し
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ

う
。

　

本
論
で
は
、
特
に
高
等
工
業
学
校
側
の
技
術
者
養
成
方
針
に
つ
い
て
の
検
討
で

あ
っ
た
の
で
、
実
際
に
養
成
さ
れ
た
人
材
が
、
学
校
側
の
期
待
に
応
え
る
も
の
で

あ
っ
た
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
論
究
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
学
校
卒
業
後

の
現
場
で
の
活
動
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
高
等
工
業
学
校
出
身
技
術
者
の
職
位

や
携
わ
っ
た
業
務
、
更
に
企
業
の
経
営
方
針
等
を
ふ
ま
え
多
角
的
に
分
析
す
る
必

要
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

注（
１
）岩
内
亮
一「
近
代
日
本
に
お
け
る
技
術
者
の
形
成
」『
経
営
史
学
』第
七
巻
、第
三
号
、

一
九
七
三
年
、
五
七
頁
。

（
２
）
原
正
敏
「
昭
和
初
期
の
高
専
廃
止
論
に
つ
い
て
」『
科
学
史
研
究
』
第
八
四
号
、

一
九
六
七
年
、
五
一
～
五
四
頁

（
３
）
国
立
教
育
研
究
所
編
『
日
本
近
代
教
育
百
年
史
』
第
一
〇
巻
、
産
業
教
育
二
、
教

育
研
究
振
興
会
、
一
九
七
四
年
、
一
五
七
～
一
五
八
頁
。

（
４
）「
実
業
家
は
何
う
観
る
」『
産
業
と
教
育
』
第
一
巻
、
第
六
号
、
全
国
実
業
教
育
会
、

一
九
三
四
年
、
六
六
頁
。

（
５
）
前
掲
『
産
業
と
教
育
』
第
一
巻
、
第
六
号
、
六
六
頁
。

（
６
）
前
掲
『
産
業
と
教
育
』
第
一
巻
、
第
六
号
、
六
七
頁
。

（
７
）
前
掲
『
産
業
と
教
育
』
第
一
巻
、
第
六
号
、
六
七
頁
。

（
８
）「
教
育
家
は
何
う
観
る
」『
産
業
と
教
育
』
第
一
巻
、
第
四
号
、
全
国
実
業
教
育
会
、

一
九
三
四
年
、
八
七
頁
。

（
９
）
前
掲
『
産
業
と
教
育
』
第
一
巻
、
第
四
号
、
八
八
頁
。

（
10
）
前
掲
『
産
業
と
教
育
』
第
一
巻
、
第
四
号
、
八
九
頁
。

（
11
）
前
掲
『
産
業
と
教
育
』
第
一
巻
、
第
四
号
、
八
七
頁
。

（
12
）
川
口
虎
雄
「
高
等
工
業
教
育
論
」『
産
業
と
教
育
』
第
三
巻
、
第
二
号
、
全
国
実

業
教
育
会
、
一
九
三
六
年
、
五
一
頁
。

（
13
）
前
掲
『
産
業
と
教
育
』
第
三
巻
、
第
二
号
、
五
〇
頁
。

（
14
）
前
掲
『
産
業
と
教
育
』
第
三
巻
、
第
二
号
、
五
一
頁
。

（
15
）
広
島
高
等
工
業
学
校
の
設
立
経
緯
に
つ
い
て
は
、
広
島
大
学
工
学
部
創
立
五
〇
周

年
記
念
事
業
会
編『
蜘
蛛
手
に
注
ぐ
三
篠
の
河
洲　

広
島
大
学
工
学
部
五
〇
年
史
』

財
界
評
論
社
、
一
九
七
〇
年
、
二
二
～
四
九
頁
参
照
。

（
16
）「
大
正
一
〇
年
規
則
改
正
理
由
書
」『
高
工
、工
専
、諸
規
則
制
定
・
改
廃
資
料
』（
広

島
大
学
文
書
館
所
蔵
）。

（
17
）
前
掲
「
大
正
一
〇
年
規
則
改
正
理
由
書
」。

（
18
）
前
掲
「
大
正
一
〇
年
規
則
改
正
理
由
書
」。

（
19
）
前
掲
「
大
正
一
〇
年
規
則
改
正
理
由
書
」。

（
20
）
前
掲
「
大
正
一
〇
年
規
則
改
正
理
由
書
」。

（
21
）「
校
則
改
正
許
可
申
請
書
」『
高
工
、
工
専
、
諸
規
則
制
定
・
改
廃
資
料
』（
広
島

大
学
文
書
館
所
蔵
）。

（
22
）
前
掲
「
校
則
改
正
許
可
申
請
書
」。

（
23
）
前
掲
「
校
則
改
正
許
可
申
請
書
」。

（
24
）「
規
則
改
正
ノ
件
」『
高
工
、
工
専
、
諸
規
則
制
定
・
改
廃
資
料
』（
広
島
大
学
文
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書
館
所
蔵
）。

（
25
）
前
掲
「
規
則
改
正
ノ
件
」。

（
26
）
前
掲
「
規
則
改
正
ノ
件
」。

（
27
）
前
掲
「
規
則
改
正
ノ
件
」。

（
28
）
前
掲
「
規
則
改
正
ノ
件
」。

（
29
）
前
掲
「
規
則
改
正
ノ
件
」。

（
30
）
前
掲
「
規
則
改
正
ノ
件
」。

（
31
）
前
掲
「
規
則
改
正
ノ
件
」。

（
32
）
広
島
高
等
工
業
学
校
編
『
創
立
拾
周
年
記
念
要
覧
』
広
島
高
等
工
業
学
校
、

一
九
三
〇
年
、
三
二
頁
。

（
33
）「
実
業
教
育
座
談
会
」『
産
業
と
教
育
』
第
一
巻
、
第
二
号
、
全
国
実
業
教
育
会
、

一
九
三
四
年
、
七
一
頁
。

（
34
）
間
宏
監
修
『
日
本
労
務
管
理
史
資
料
集　

第
Ⅰ
期　

第
九
巻　

企
業
と
学
歴
』
五

山
堂
書
店
、
一
九
八
七
年
所
収
の
資
料
の
う
ち
、
技
術
系
に
関
係
の
深
い
特
別
工

場
、
鉄
道
運
輸
業
、
機
械
器
具
工
場
、
飲
食
物
工
場
、
印
刷
工
場
、
鉱
業
、
化
学

工
業
、
雑
工
場
、
紡
績
工
場
の
調
査
結
果
を
も
と
に
作
成
し
た
。

（
35
）
産
業
と
教
育
編
輯
部
編
『
教
育
年
鑑　

昭
和
一
二
年
版
』
成
美
堂
書
店
、

一
九
三
六
年
、
五
二
頁
。

（
36
）
前
掲
『
産
業
と
教
育
』
第
三
巻
、
第
二
号
、
六
〇
頁
。

（
37
）
前
掲
『
教
育
年
鑑　

昭
和
一
二
年
版
』
五
三
頁
。

（
38
）
前
掲
『
産
業
と
教
育
』
第
三
巻
、
第
二
号
、
六
三
頁
。

（
39
）
川
口
虎
雄
「
高
等
工
業
教
育
の
針
路
」『
産
業
と
教
育
』
第
三
巻
、
第
九
号
、
全

国
実
業
教
育
会
、
一
九
三
六
年
、
一
三
〇
頁
。

（
40
）
前
掲
『
産
業
と
教
育
』
第
三
巻
、
第
二
号
、
六
四
頁
。

（
41
）
前
掲
『
産
業
と
教
育
』
第
三
巻
、
第
二
号
、
六
三
頁
。

（
42
）
前
掲
『
産
業
と
教
育
』
第
三
巻
、
第
二
号
、
六
〇
頁
。

（
43
）
前
掲
『
産
業
と
教
育
』
第
三
巻
、
第
二
号
、
五
九
頁
。

（
44
）
前
掲
『
日
本
近
代
教
育
百
年
史
』
一
五
七
頁
。
ま
た
こ
う
し
た
案
は
大
正
後
期
に

既
に
構
想
さ
れ
て
お
り
、一
九
二
〇
年
に
連
合
工
業
調
査
委
員
会
が
公
表
し
た「
工

業
教
育
刷
新
案
」
に
お
い
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
。「
工
業
教
育
刷
新
案
」『
工
学

会
』
第
四
四
〇
号
、
工
学
会
、
一
九
二
〇
年
、
二
四
八
～
二
六
〇
頁
。

（
さ
か
い
　
ま
こ
と
・
広
島
大
学
文
書
館
）


